日時：平成21年10月15日（木）19:15-21:15
場所：みえ市民活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ ミーティングルームA&B
平成２１年度　第2回 みえ若者就労支援ネットワーク会議　議事要録

【　出　席　者　】（２６名）
  三重大学（ゲストの若者）　　　　　　　　冠、宇佐美、米田、西村
市民ネットワークすずかのぶどう　　　　　佐藤
グローバルブレイン　　　　　　　　　　　佐々木

いせコンビニネット　　　　　　　　　　　浦田
いが若者サポートステーション　　　　　　一見

三重県社会福祉協議会　　　　　　　　　　北出

三重大学人文学部　　　　　　　　　　　　石阪
三重若者自立支援センター　　　　　　　　宇佐美、紙谷、嶋田、徳丸

お仕事広場みえ　　　　　　　　　　　　　平岩
三重県こころの健康センター　　　　　　　樋口
三重県自閉症発達障害支援センター　　　　正木

若者就業サポートステーション・みえ　　　浅井、金田、品川、中川

四日市創造ネットワーク　　　　　　　　　井上、唐木、白尾、戸上、馬場
· 現代の若者の仕事観、勤労観がメインテーマ

三重大学の冠雅人さん（卒業生、FM三重「campus cube」の名物DJ）、宇佐美晶子さん（３年生）、米田圭吾さん（３年生）、西村紗矢香さん（２年生）の４名をゲストに４５分ずつのグループセッションを２回、メンバーを入れ替えて実施。

　四日市創造ネットワークの唐木、白尾、戸上、馬場の４名がそれぞれの進行役をつとめた。

※進行のアウトライン

　（１）グループ内自己紹介を一人３０秒で

　（２）記録係（共有タイム報告者）１名を決めておく

　（３）ゲストの若者に話してもらうこと

　　「働く」ことについて、将来の夢、今の社会や大人たちを見て思うこと

　　　ニート（無業の若者）について思うことなどを中心に

※事前に確認したセッション中のルール

　（１）耳を澄まし、場を五感で感じよう　　分からないことは遠慮なく質問しよう

　（２）大事なことはホンネで話そう　　　　お互いの存在を尊重しよう

　（３）そのときに心にあることを話そう　　結論は出さなくてかまわない
※以下、グループセッションにおける意見交換の報告（各進行役が作成したもの）

【馬場グループ】

■第１セッション：米田圭吾さん（紙谷、佐藤、品川、平岩、馬場）

○愛知県出身の三重大学人文学部３年生。

○野球部に所属しているが、腰を負傷。ボランティアにも従事。

○高校（社会科）の教員免許を取得しようと思っている。

○仕事・働くことのイメージとしては、「バリバリ働きたい」「年上の人に教えてもらいながら働きたい」「仕事には責任がついてくる」。

○「年上の人に教えてもらいながら働きたい」ものの、「手とり足とりはいや」「言いなりはいや」「任されたい」。

○就職活動として、２週間ほど前からエントリーを開始。三重大学生としては、早い方。

○当初は「商社」への就職を希望していたものの、ピンと来るものがない。

○現在は、企業の理念や、「若者にもチャンスがある」といった雰囲気の方を重視。

○そう思ったきっかけは、夏休み期間中に企画された、企業見学バスツアー。

○ツアーに参加していた愛知県内の大学生から、学内で色々と就職活動のサポートを受け始めているという話を聞き、少し焦りを感じた。

○見学先の中で、いいなと思う会社があったが、それは社長の人柄（熱意）によるもの。ただし、自分がやりたい仕事ではなかった。やりたい仕事は「営業」であるが、見学先は「ものづくり」の現場が多かった。

○見学先の社長に「若者に何を求めるか」と聞くと、「やる気」「働く意欲」と言われた。

○他県の学生は、危機感があり、焦っているような感じを受けた。

○大学に就職活動の仕方を教えてくれる人はいるが、その時期になっていないようだ。

○最近、就職について友人と話をするようになった。就職活動は、なるべく多くの働いている人たちの話を聞いて、決めたい。

○就職活動をする人には、何が足りないか、何を強く持ってほしいと思われているのか、知りたい。

■第２セッション：冠雅人さん（一見、紙谷、隈元、嶋田、馬場）

○実家は大阪で、現在は津市内で一人暮らしをしている。

○４年生の時に留年して、就職ができなかった。

○就職活動は10～20社くらいはしたが、企業のブランドを優先して、大手どころばかりを狙いすぎて、就職が決まらなかった。

○失敗が続くと、自分が悪いと思ってしまい、やる気がなくなっていった。

○大学院に進むこともできず、現在は科目履修生として、社会科・国語の教員免許を取得できればと考えている。

○大学生という居心地の良さはあるが、何とか抜け出したいと思っている。ただ、不況ということもあって、就職が厳しいし、就職するための手段がわからないし、自分のこともよく分からない。

○自分のやりたいことが見つからない。

○今、一番楽しいのは、４年生から始めた学生主体のラジオ番組のＤＪ。実は、このことを続けたいがために、大学院への進学を志望した、という側面もある。

○石阪先生には、「ずっと残っていてほしい」と言われた。

○必要とされているかもしれないことは、ありがたいが、ずっとその状況が続いていくのは、良いこととは思わない。

○大阪にいる両親には、「やりたいことが見つかるまでは（構わない）」と言われている。本当は就職してほしいと思っているのだろうが。

○今、一番したいのは、やはり、働きたい、ということ。どこでも構わない。
【戸上グループ】

■第１セッション：西村さやかさん（一見、徳丸、隈元、樋口、戸上）
○就職活動をしたが、「何か違うな」と思って止めた。

○自分に合った所で働きたい。

○今の若者は3年で辞めると言われているが、そうはなりたくない。そのためにも自分が納得できるまで就職活動をしたい。

■第２セッション：米田圭吾さん（中川、浦田、佐々木、正木、戸上）
○就職活動で企業がアピールする「我が社は◯◯で業界一番です。」という文句には、全く響かない。

○就職活動の最初は何を基準にすればいいのか分からなかった。

○中小企業の訪問ツアーに参加してから変わった。

○中小企業の方が社員が楽しそうに会議をしていたり、社長が（自分にとって）ピンと来る言葉を言ってくれる。

○中小企業の社長の言葉で印象に残ったのが、「大企業の一部より中小企業の中心になった方がいい」

○「必要なのは熱意です」や「誰にでもチャンスは平等です」「一年目から遠慮する人はいりません」という文句に惹かれる。

○机に座って仕事をするより、自分で動いて仕事がしたい。

○すぐには辞めたくない。「今の若者は・・・」と言われたくない。

○お金かヤリガイかと問われれば、ヤリガイを挙げる。

【白尾グループ】

■第１セッション：冠雅人さんグループ（浅井、石阪、宇佐美、金田、北出、正木、白尾）
○今は教師（公務員）を目指している、親が教師でもある。

○大学に入る前から将来の進路を決めていたわけではない。

○新聞記者になりたかった。
· シャープを就職先として受けたが採用されなかった。受けた理由として、大企業であったから。

（石阪：大企業のブランドで仕事がしたい？）
○シャープで何をしたい（職種、配属先）というわけでなく、シャープなら大丈夫、大企業だから安定しているであろうという理由で選んだ。職種より安定志向。

○将来の自分として１０年後は就職もして、結婚もして子どももいると思う。

○労働経験としてアルバイトは週１回３時間程度、労働の必要性を感じない（仕送りがあるから）

○両親も甘やかしている。両親も危機感を感じていないのではないか。

○恵まれている家庭環境や両親の存在。大学へ行けば石阪先生が良き理解者でもある。

○何かに挑戦したり、こだわったりする意識はない。

○友達としてすぐにうちとける、世代間の隔たりを持たない、年上の者からはかわいがられ、年下の者にも受け入れられる。

■第２セッション：宇佐美晶子さん（品川、嶋田、平岩、樋口、白尾）
○大人の世代と自分たちの世代と特別凄く違うと感じていない。たんに言葉をかわすときに丁寧になるぐらい。

○年齢が小さい頃ほど大人、特に学校の先生が神様のように思えて特別の存在であった。

○しかし、段々自分も成長することによって私と同じ、同じ様な人間と感じてきて、特別な存在と感じていない。

○自分の周りには居る世代は上はおじいちゃん、おばあちゃんで、下は塾でアルバイトをしているので小学生が多い。世代の幅はあるけど一番多く接するのは同世代。

○働くことは我慢することが増えるイメージがある。

○今やっていること、学校、授業とかバイトは自分の中で凄く意味を感じている。

○職業や就職先として、ラジオの放送や服が好きなので、このことも少し仕事として考えたがそれでも安定志向、公務員がいい。

○趣味と仕事、働く事と趣味ははっきり分けて考えている。働く事はご飯を食べること、８割やりがい、２割その中でやりがいを感じること、ができたらラッキー。

○安定志向の背景のひとつとして、母親が専業主婦であったことと地元四日市が好きなこと。自分も結婚して子供ができ育ていく時に、母親が自分たち（姉妹：本人は妹）に接してきたように自分もしたいから。その事を考えると社会保障等が充実している公務員が良いと思う。

○大学も就職先も姉と同じ道を歩んでいる。父親、母親、姉、姉の恋人とも仲が良い。

【唐木グループ】

■第１セッション：宇佐美晶子さん（浦田、中川、嶋田、佐々木、唐木）　

○就職の現状について、先輩に聞くと苦労した人が多い。第一印象が大事なので、声のトーンなども気をつけなければならないようだ。

○ひとつ上の年代から就職が厳しくなってきているようだ。

○自分はこつこつと公務員を目指したい。

○仕事のイメージについては、我慢することが増えること・・かな？

○今は、塾のアルバイトをしている

○今はマイペースに生きているので、今は幸せな状態である。

○姉は(仕事は)「大変、大変」と言っている。

○知っている人は、たくさん働いても苦にならないと言っている。

（嶋田：以前、人事で働いていた。研修の段階で何度もやめようと思った。）

○その後、ハローワークに出入りしている間に自分のやりたいものが見つかった

（中川：働いたら「地獄」のようなイメージはどこから出てくるのか？）

○自分は地獄とまでは思わない。大学入学のときに苦労した分、後に得たものがあった。就職もそのようなものかもしれないと思っている。
（唐木：働く上で影響を受けるようなかっこいい人に出会ってないのかも。自分は多くの人に出会った。）

○時間に余裕がある今の内にいろいろと(就職に向けて)準備したい。
■第２セッション：西村さやかさんグループ（石阪、北出、宇佐美、浅井、佐藤、唐木）
○京都出身三重大学4年生

○現在は週6〜7でバイトをしている。働くことが嫌いなわけではない。

○就職していない。

○研究室へ進む予定。

○ここと思えるところがなかった。

○マスコミ業界に興味があった。

○夢がある。

○30歳をすぎたらジャーナリストのようなライターになりたい。
○大企業は自分のやりたいことができないと思う。会社のためではなく、自分を表現できる場で働きたい。

○仕事は続けたいし、働きたいが、経験値を高めて、独立したいという想いもある。

○表現したい。何かを伝える仕事がしたい、表現したい。何を表現したいかはまだわからない。
· 次の就職活動はがんばりたい。
· 石阪督規さんより三重大の学生の仕事観、勤労観についてのコメント

1． 危機感があまりない・・・社会情勢や経済感覚の疎さ？　楽観過ぎ？

2． 就職にこだわっていない・・・働き方、価値観の多様さ

3． 選ばなければどこかに就職できる・・・数合わせじゃ困るのでは？

以上

